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This report describes how the Architectural-related courses were started in FY2010 at Department 
of Urban Environmental Design and Engineering, Kagoshima National College of Technology 
(KNCT). Before KNCT changed name of the Department from Civil Engineering to Urban 
Environmental Design and Engineering in Aril 2010, there had been only one Architecture-related 
subject titled “Introduction of Architecture”. This report includes 1. How these new subjects have 
started. 2. What kind of activities on architecture have done except the subjects. and 3. Detail of 
preparations for each subjects. The education grant of KNCT by the school principal discretion 
supported these activities. 
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はじめに 
 鹿児島工業高等専門学校において平成 22 年度、土
木工学科が都市環境デザイン工学科として改称され、
建築系の講座を複数開設する運びとなった。本報告は、
それに伴い実施した１.建築関連の講義、２.講義以外
の建築・デザイン関連活動、それらの活動のための３.
準備等下地作り、についてその概要を記録し、かつ今
後の展望を加えることによりユニークで充実した学科
としてゆくための基礎資料としたい。 
 １ 講 義 
平成 21 年度まで本学科において実施されていた建
築関連の科目は、5 年生後期の建築学概論（選択 B 群
1 単位）のみであった。22 年度において開講した建築
関連の講義には、（１）都市環境デザイン工学概論、（２）
基礎製図Ⅰ、（３）景観設計、（４）外書輪講および（５）工
学セミナーの五つがあるが、以下（１）（２）に焦点を
当て、それぞれの講義概要について報告する。 
 
（１）都市環境デザイン工学概論 
本講座は 1 年生を対象とした前期の座学（A 群１単
位）であり、旧土木工学概論の延長の科目である。
前半を土木工学の概論とし土木系教員が、後半を建築
学の入門となる内容を筆者が担当した。 
中学を卒業したばかりの 15 歳の若者たちが興味を
持ち、理解しやすい内容とするよう、教材の選定に工
夫し表１に示すものを採用した。大学等で採用されて
いる堅い入門書としての「建築学概論」ではなく、ま
た工業高校で採用される即実技的でないものを採用し
た。とりつきやすく、建築物と身近な生活空間や都市・
地域との関連を考え、さらに寸法体系から自然環境問 
 
表１ 都市環境デザイン工学概論「建築関連教材」 
 種別 教材名 出版社等
① 印刷教材 図解雑学「建築のしくみ」 ナツメ社 
② 印刷教材 建築の絵本「世界の建築術」 彰国社 
③ 印刷教材 建築学生のハローワーク 彰国社 
④ 印刷教材 新選 世界史Ｂ 東京書籍
⑤ 印刷教材 図解 世界史 東京書籍
⑥ ビデオ教材 世界遺産 DVD コレクション ディアゴス
⑦ ＰＰＴ※ メートル法と尺貫法  
⑧ ＰＰＴ 建築と土木「普請ということ」  
⑨ ＰＰＴ 石の建築「積上げる工法」  
⑩ 実物サンプル 各種建築用石材の見本  
※PPT：Power Point
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題まで、建築の根源的な成り立ちや存在意義から学び
始めることができる教材、というのが選定の方針であ
る。これらの教材をお互いに関連すると思われるテー
マごとにまとめ、適宜組合わせながら進めた。講義ス
ケジュールの概要は表 2のとおりである。 
 
表 2 都市環境デザイン工学概論「講義スケジュール」 
回 日付 テーマ 主な内容 
１ 6/16 イントロダクション 自己紹介・建築の仕事・寸法など 
２ 6/23 建築の起源 建築の根源的意味を考える 土木と建築の共通点とちがいなど
３ 6/30 建築の「かたち」 古代エジプト・ギリシャ・ローマなど
建築のかたちの背景にあるもの 
４ 7/12 構法・材料の発達 
石とコンクリート各構法の発達 
材料の構造特性、意匠的特徴 
現代の設計・施工の実例紹介 
５ 7/14 木の利用・都市 木構造のバリエーションと発達 植生・環境・風土と建築技術・都市
６ 7/21 設計・施工・環境 設計・施工の役割と実務・法規 
都市環境とヒートアイランドなど 
７ 7/28 空間・デザイン 内・外部空間、デザインについて 
 
（２）基礎製図Ⅰ 
本科目は、1 年生を対象とした通年の実習（必修 2
単位）である。前期は土木系教員が土木建築に共通す
る図学を担当し、後期は筆者が建築製図の基礎（実技）
を担当した。講義の進捗記録を表 3に挙げる。 
各課題に対して、なるべく客観的に評価できるよう
に、図 1のような評価基準を用いた。また、この評価
シートは全 9 課題をとおして集計され、期末の成績と
して、自動計算するようにエクセルデータを作成して
いる。採点した課題作品は、採点内容が分かるように、
図 2に示す様に各作品に赤ペンで講評を加えたうえで、
コピーを学生に返却し、原本は研究室に保管してある。 
図 3に示すように、課題も進み徐々に内容が高度化
してゆくにもかかわらず、評価（平均点）は上昇して
いる。全 9 課題をとおして図面の内容をみると、個人
差はあるものの、全体的に描線が徐々に均質に、美し
く、さらに細かな表現もできるようになっていること
が分かる。 
また、この講義で心がけたのは、2 次元表現である
図面と実在する「立体」（3 次元）との関連づけである。
さらに、図 4のように立体で自分のイメージする「か
たち」を創作し、図面化する訓練も取り入れた。この
ように単に製図の実技にとどまらず、自ら形を創造す
る「造形実習」としての要素を加えた。これは、学生
の創作意欲を喚起すると同時に、一般の建築学科に比
べ、建築の講義数が圧倒的に少ない土木建築複合学科
のディメリットを補う意図も含んでいる。講義の最後
は、小さな別荘を題材にして、平面・立面・断面そし
て配置図を作成し、その自作の図面を利用して模型製
作を行った。図 5に示す写真はその完成作品の一つで
ある。 
特に講義に必要と感じたことは、実技のための簡潔 
 
表 3 基礎製図Ⅰ「講義スケジュール」 
回 日付 テーマ 主な内容 
１ 10/7 紙コップ描画 フリーハンド図の作成 
2/3 10/14,18 線と文字の練習 ドラフターの使い方 
線の練習 
4 10/21 キューブ造形 模型作成・立体構成 
5/6 10/28,11/4 三面図と断面図 各自の立体作品を図面化 
7 11/18 立体図を描く 各種投影図による立体表現
8/9 11/25,12/7 透視図の作成 遠近法を用いた立体表現 
10/11 12/9,1/6 平面・配置図 1/100 平面・配置図の作成 
12/13 1/20,27 立・断面図 1/100 立・断面図の作成 
14/15 2/3,10 住宅模型 1/100 住宅模型の作成 
 
 
図 1：基礎製図Ⅰ課題評価シート（部分） 
 
図 2：「紙コップ課題」学生作品例（赤ペンによる講評付） 
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図 3：課題ごとの平均点の推移 
 
 
図 4：立体キューブ作品(左)とその図面化(右) 
 
 
図 5：自ら描いた図面で製作した別荘模型 
 
な手順と目標を冒頭に示すことであり、教員自らが手
本を見せることが重要である。 
２ 講義以外の建築・デザイン関連活動 
講義以外に建築に関連した活動は以下のとおりであ
る。詳細の説明は他の機会に譲る。 
（１）建築士試験指定科目の確認申請（2 級） 
（２）一日体験入学「理想の家をつくろう」 
（３）鹿児島高専の日工作教室 
「芝と木のあるソーラーエコハウスをつくろう」 
（４）デザインコンペティション 2010 in 八戸 
（５）専攻科環境創造プロジェクト特別講義 
「椅子の歴史とデザインプロセスについて」 
（６）九州デザインシャレット協賛 
（７）都市環境デザイン動向の調査 
（８）歴史的建造物保存に関する動向調査 
 （９）高等教育機関における建築・土木教育の 
現況視察 
（10）環境配慮型建築視察 
（11）霧島市景観計画策定協議会委員（副会長） 
（12）建築同好会の立上げ 
（13）土木橋梁デザイン視察 
３ 講義等の準備・下地作り 
この項では、基礎製図および景観設計講義の準備に
要した物品等の内容を一例として記録し、今後の対策
に役立てたいと考える。また、学生用の入門書として、
あるいは建築学の基礎的な資料と考えられる建築関連
図書について、今年度の校内助成とは別に校内予算を
充てていただいたことを付記する。その予算で購入で
きた主なものについては他の機会に紹介したい。 
 
（１）基礎製図 
この科目に必要な教材の一覧を表 4に示す。これま
で、土木工学科で図学を行うにあたって学生たちには、
入学時に基本的な製図道具の購入が義務付けられてい
た。今年度以降は製図のみならず「立体の認識」に力
を注ぎたいため、模型作成の教材購入が必要になった。
これは上記の製図道具に含まれていないため、42 人分
を教員の教育研究費で賄った。また、これまで学生各
自の学習ノートに行っていた図学描画を、ケント紙や
トレーシングペーパーなどに作図するため、それらを
教員側で提供しなければならなくなった。 
課題ごとに講義場所の事前連絡が必要となるだけで
なく、教員側で 1 クラス分の模型材料を大きな段ボー
ルに詰め、運ぶ必要が出てくる。1 年生の教室は、都
市環境デザイン工学科および製図室から遠いため、こ
の点は大きな負担となる。一方 23 年度は 3 年生の設
計演習で、同様の実習を行う予定であるが、都市環境
デザイン工学科棟の教室が狭いため、模型材料等の置
き場などに工夫が必要である。 
また、製図室にプロジェクター設備があると、写真
や映像等での講義が可能となり、製図実習の効率向上
やバリエーションが広がるといえる。 
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表 4 基礎製図教材一覧表 
 課題 教材名 
① フリーハンドスケッチ ケント紙、紙コップ 
② 
線と文字の練習 
三面図、立体投影図 
透視図、平・立・断面図 
トレーシングペーパー 
③ キューブ造形 住宅模型の作成 
スチレンボード、 
カッティングマット、スチのり 
スプレーのり、カッター 
 
（２）景観設計 
この科目では、畳一帖大の敷地現況（地形）模型に
加え、畳 1/3 のサイズの提案模型を各班（7 つ）作成
するため、これに要する模型材料と製作準備は膨大な
ものになる。例年担当教員の研究費の中から 20 万円前
後の支出がなされている。（21 年度実績：¥176,159、
22 年度実績¥201,316）このほかに大型プリンターに
よる地図の出力など共用費としてダイレクトに現れな
い出費も加わっている。 
また、大型の模型を長時間に亘って製作することか
ら、土木演習室の占有が必要となり、同室を使用する
他の教員との調整や、清掃管理などが要求される。特
に締切、発表会前は学生たちが遅くまで製作に追われ
ることから、時間管理・安全管理の徹底も必要である。 
４ 今後の展開・問題提起 
結びにかえて今後の展開と問題提起を以下に述べる。 
まず講義関係に関しては、今年度行った講義内容の
再検討・見直しと講義計画の修正、改良が不可欠であ
る。 
さらに、考慮すべきは都市環境デザイン工学科のア
イデンティティの確立である。これは入口としての学
生募集に始まり、コンテンツとしての教育課程の整備、
そして出口としての学生の就職先・進学先の確保、と
いうそれぞれの段階での意思決定の重要な指針となる。 
これまでの土木工学科であれば、既成の学問領域と
して多くの人が学科の様子をイメージできていたのに
対し、新学科の名称で期待される内容を用意し説明す
ることは年を追って難しくなると考えられる。 
ここ何年かは「土木工学科に建築コースが加わり、
より広範囲な選択肢が用意できました」という説明で
も新規性があり、「不確かな期待感」による効果を期待
することが出来るが、3 年たち 5 年たって都市環境デ
ザイン工学科の 1 期生たちが就職する時点で、学科の
実像が問われることになる。この時点でユニークな教
育内容とその効果によって少なくとも鹿児島地域の小
中学生にとって魅力的な学科とならなければならない。 
また、他の大学や高専でいわゆる「建築学科」を有
している高等教育機関では、建築に関する科目を 80
～90 単位履修するのに対して、本学科で建築士試験の
指定科目として認定されたものをすべて合わせても
53 単位にしかならない。その中でも純粋に建築に関す
ると考えられる科目は、28 単位である。このような状
態で、同じフィールドの建築関連の就職先を想定して、
他の建築系学科の卒業生と競い合うのは、かなり厳し
いと言わざるを得ない。 
そこで、本校で「都市環境デザイン」を学んだ学生
が、その能力と可能性を活かせる場を見つけ活躍でき
るにはどうしたらよいかを十分に検討しなければなら
ない。既存領域の建築学科を有する高専においてさえ、
社会のニーズに合わせ、高専のアイデンティティや特
色を模索し学生たちのキャリアパスをデザインしよう
としている1)。同時に、高専自体の生き残りを検討し
ている状態にある。本学科においてもより以上に、そ
の検討と方針決定に取り組まなければならない。 
その為には、まず本学科シラバスにある教育方針・
教育課程と教育系統図を総合的に見直す必要がある。
学科をどのような形にしてゆくか、その中で土木建築
それぞれの科目をどう位置付けるかを明確にする必要
がある。これらを考え具体的に行動することによって、
今後継続する少子化、高等教育機関としての選別化に
耐えうる学科となると考える。 
現在は、高い就職率を誇る状況にあるが、高度化す
る社会のニーズや今回の大震災による日本社会全体の
変化を注視しながら、その社会や復興に対応できる人
材の育成に努めなければならない。その意味で、これ
からの 4 ないし 5 年間は、本学科の存在意義が大きく
問われ、またその中でも建築科目の内容が論議される
重要な時期と考える。 
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